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Abstract:	 The purpose of this study was to explore the characteristics of a group of physical educa-
tion majors’ thinking about their future careers. A collective survey of 621 physical education majors 
was conducted at a university using a questionnaire based on the 27-item Occupational Career Readi-
ness Scale (Sakayanagi, 1996). The results were as follows: 1) The items most frequently rated as “True 
of me” were related to “Resolving job-related issues”; 2) The items most often rated as “Not true of me” 
were related to “having no concern regarding the future”; 3) Students with part-time jobs rated signifi-
cantly higher on factors related to planning job search activities than those without; 4) Students who 
had internship experience rated significantly higher than those who did not, on factors related to their 
convictions about their future careers, job search planning, and concerns about their job search; and 5) 
Students who had convictions about their future careers were seen to think more about planning their 
job search and were more concerned about planning their future careers than those who did not.

要旨： 本研究の目的は，体育学専攻学生のキャリア意識を明らかにすることであった。調査は，体育
学専攻学生 621名を対象とし，アンケート用紙を用いて集合調査法で実施した。アンケートには，坂柳
（1996）のキャリア・レディネス尺度 27項目を使用した。
本調査の結果，以下のことが明らかとなった。
（1）最も「あてはまる」の回答が多かった項目は，「仕事に対しての課題解決」となった。
（2）最も「あてはまらない」の回答が多かった項目は，「将来への関心なし」となった。
（3） 「計画的な就職活動」因子では，アルバイト経験が有る者の方が無い者より有意に高い値を示し

た。
（4） 「キャリアに対する自己の信念」因子，「計画的な就職活動」因子，「就職活動への関心」因子で

は，インターンシップ経験が有る者の方が無い者より高い値を示した。
（5） キャリアに対して自己の信念を持っている者の方が計画的な就職活動を考え，就職活動への関心

も高いことが明らかになった。
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ションという社会的背景からキャリア教育の必要性と
意義が提唱された 1)。
文部科学省（2011）は，キャリア教育を「一人一人
の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力

1．はじめに

20世紀後半におきた地球規模の情報技術革新に起
因する社会経済・産業的環境の国際化，グローバリゼー
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自己責任の原則を再確認させること 7)と述べている。
さらに，寿山（2007，2008）は，「自分に強く（自律），
他人に優しく（思いやり），社会に動く（貢献）自分
創り」がキャリア教育に必要とし，学生や企業，社会
全般の声からの評価を受け止め，改善へ向けて推進し
ていくことが大学に課せられた新たな社会的責務とし
ている 8)9)。那須（2004）は，大学教育への馴れを作り，
自分の将来性を見据えるという意味では，キャリア教
育が重要な位置を占める 10)と指摘している。このよう
に，大学は，社会と学校をつなぐ教育研究機関であり，
大学進学率の高い現代では学生たちのキャリア意識や
職業人としての自覚を促すことにおいて，キャリア教
育は重要な役割を担っていると言える。
キャリア教育の課題について，「教育全体の見直しと
ともに，育成を図る能力を明確化し，適切な体制の整
備を進めていくこと」11)が挙げられている。このよう
な課題を解決するには，職場体験・インターンシップ
の更なる充実であり，進路意識や目的意識が希薄なま
ま進学する傾向の改善や勤労感・職業観の形成にイン
ターンシップは効果的である 12)とされる。インターン
シップは，学校単位の実施率は増加しているが，参加
人数の増加に課題があり，大学等が地域の産業界や
NPO等と連携して行うインターンシップの取組みの
拡大を支援すること 12)を重要視している。
このように，様々な観点からキャリア教育について
の重要性が示されており，今後の大学教育現場では新
たな取組みや独自性を活かしたキャリア教育は欠かせ
ないものであると推察される。毛受・馬場（2012）は，
学生時代に主体性のある行動特性を身につければ，そ
の効果は一生涯に及ぶことになり，人生そのものを変
える契機にすらなり得る 13)と述べている。また，安保
ら（2008）は，「大学でのキャリア教育を考える際に
は，その大学の特質や在校生のキャリア意識をふまえ
た上でなされなければ実効性のあるものは構築できな
い」14)と指摘し，厚生労働省（2016）は，「カリキュラ
ム・ポリシーに基づいて各授業科目及び教育課程全体
を通じて，学生にどのような能力をどの程度身に付け
させるかを明確にすること」を示している 15)。さらに，
小野ら（2018）は，「大学は，一般的な社会人基礎力を
全学生に保障することと同時に，個別化する学生の特
性に対応するすべなく，応用の幅が広い学生対応プロ
グラムを提供することが求められる」16)と述べてい
る。したがって，高等教育機関におけるキャリア教育
の位置付けは重要なものであり，各大学での特性に即
したキャリア教育が必要である。
学生のキャリア意識を測る尺度として坂柳（1996）
のキャリア・レディネス尺度がある。この尺度は，学
生のキャリア意識を「職業キャリア関心性」，「職業

や態度を育てることを通して，キャリア発達を促す教
育」2)と定義付け，「様々な教育活動を通して実践され
るものであり，一人一人の発達や社会人・職業人とし
て自立を促す視点から，学校教育を構成していくため
の理念と方向性を示すもの」2)と提示している。また，
江藤（2008）はキャリア教育を「児童生徒一人一人の
勤労観，職業観を育てる教育」3)と述べている。このよ
うなキャリア教育を充実させるためには，小学校・中
学校・高等学校・高等教育機関の各学年間・学校校種
間の緊密な協力や円滑な接続する「縦」の関係，学校
と家庭や地域・社会，企業等の協力や協同という「横」
の連携が必要である 4)。
キャリア教育の課題について，文部科学省国立教育
政策研究所生徒指導研究センター（2011）は「教職員
の意識のばらつき・指導計画を作成している学校が少
ない・推進組織・体制の構築が進んでいない」4)と指摘
し，「①教職員の意識改革のために，②指導計画の立案
のために，③推進組織・体制の構築のために」4)の 3つ
の観点から，社会的自立を支援するための一貫した取
組みを推奨している。中央教育審議会（2011）は，「幼
児期の教育から高等教育まで体系的にキャリア教育を
進めること。その中心として，基本的・汎用的能力を
確実に育成するとともに，社会・職業との関連を重視
し，実践的・体験的な活動を充実すること」5)，「学校
は，生涯にわたり社会人・職業人としてのキャリア形
成を支援していく機能の充実を図ること」5)とキャリ
ア教育の基本的方向性を掲げている。その重要な視点
として，（1）仕事をすることの意義や，幅広い視点か
ら職業の範囲を考えさせる指導を行う。（2）社会的・
職業的自立や社会・職業への円滑な移行に必要な力を
明確化するという 2点 5)を示している。
キャリア教育が求められるようになったのは，①少
子高齢社会の到来，産業・経済の構造的変化や雇用の
多様化・流動化，②就職・職業をめぐる環境の変化，
③若者の勤労観，職業観や社会人・職業人としての基
礎的・基本的な資質をめぐる課題，④精神的・社会的
自立が遅れ，人間関係をうまく築くことができない，
自分の意志決定ができない，自己肯定感を持てない，
将来に希望をもることができない，進路を選ぼうとし
ないなど，子どもたちの生活・意識の変容，⑤高学歴
社会におけるモラトリアム傾向が強くなり，進学も就
職もしなかったり，進路意識や目的意識が希薄なまま
「とりあえず」進学したりする若者の増加という背景
がある 6)。したがって，大学に入学した若者に対する
キャリア教育を行う必要性が伺われる。
大学のキャリア教育について森山（2007）は，自分
の人生を主体的に学び，その結果を享受することや結
果の責任を担うという自覚を促すという，自己決定・
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2.2　調査項目
2.2.1　基本的属性
基本的属性は，性別，アルバイト経験およびイン
ターシップ経験の有無とした。
2.2.2　キャリア・レディネス尺度
調査項目は坂柳 17)の「キャリア・レディネス尺

度」17) 27項目を用い，「非常によくあてはまる…5」，
「あてはまる…4」，「どちらともいえない…3」，「あては
まらない…2」，「全くあてはまらない…1」の 5件法で
回答を求めた。
キャリア・レディネス尺度は「大学生が自分のこれ
からの人生・生き方，職業選択・就職などについて，
どの程度成熟した考えを持っているのかを測定す
る」17)ことを目的に作成された尺度であり，「人生版」
と「職業版」がある。本研究では職業選択と職業生活
への取り組み姿勢が内容に組み込まれている「職業版」
を用いた。また，この尺度は内的整合性と安定性から
信頼性，異なる集団における因子の一致具合から妥当
性を検証している。いずれも基準を満たし，坂柳は「信
頼性および妥当性のある尺度であることが保証され
た」17)と述べている。回答方法は各項目に対し，5段階
評定法で回答を求め，最終的には得点化し，キャリア
成熟度を測ることができる尺度となっている。
本研究では，尺度の信頼性および妥当性の検証を
行った上で体育系大学生のキャリア意識を明らかにす
るため，探索的因子分析および確認的因子分析を実施
した。
まず初めに，「キャリア・レディネス尺度」17) 27項目

に対し，探索的因子分析（最尤法・プロマックス回転）
を行った。因子の負荷量は信頼性と妥当性を保つため，
「.400」以上を一定値とし，項目の削除を行った。因子
分析の結果，スクリーンプロットの傾向から 4因子を
抽出し，各因子に対する負荷量が .400未満の項目を削
除した結果，7項目が削除され 20項目 4因子となった。
第 1因子（α = .811）は，「職業選択・決定は周囲を
気にしない」，「充実しない職業生活は自己責任」，「職
業生活充実への積極的姿勢」，「仕事に対する責任と自
覚」，「職業生活中の自己成長希望」，「仕事への積極的
な姿勢」，「仕事に対しての課題解決」の 7項目で構成
され，将来の仕事に対する自分自身の信念を表す内容
であることから「キャリアに対する自己の信念」と名
付けた。第 2因子（α = .755）は，「働くための意味を
考えない」，「将来への関心なし」，「責任の重い仕事は
したくない」，「現希望職業の変更」，「希望職業に対す
る努力なし」の 5項目で構成され，就職に対するネガ
ティブな考えを表す内容であることから「就職への悲
観」と名付けた。第 3因子（α = .793）は，「希望職業
への具体的計画」，「将来の職業生活が想像できる」，「計

キャリア自律性」，「職業キャリア計画性」17)から測る
ものであり，信頼性と妥当性が確認されている。キャ
リア・レディネス尺度を用いた研究には，例えば 10学
部を対象とした安保ら（2009）の研究があり，学部に
よってキャリアに対する関心性が異なることが明らか
とされている 18)。また，森山（2008）の研究では，キャ
リアに関する授業の実施によるキャリア意識の変化に
着目し，授業前の 4月よりも授業後の 7月の方が関心
性，自律性，計画性はいずれも上昇していたことを報
告している 19)。さらに，館岡・會田（2019）は 2年次
生と 3年次生よりも 4年次生の方がキャリア・レディ
ネス尺度は有意に高くなったと示している 20)。しかし，
これまでのキャリア・レディネス尺度に関する研究を
概観すると体育学専攻学生のキャリア意識に着目した
研究は見受けられない。関連した先行研究だと，牛山 21)

の体育・スポーツ専攻生を対象としたキャリア教育の
実践研究がある。この研究では，「スポーツ・ダンス
キャリアデザイン論」の実践を省察することにより，
充実したキャリア教育を目指すことを目的としてい
る。昨今ではデュアルキャリアに代表される研究 22)23)

のように，競技生活とキャリア意識に関する研究 24)も
報告されている。また，牛山の論考では，「『スポーツ
しかできない・部活人間』の本質が生まれ，社会人基
礎力の構築を阻害し，就労意識が希薄なまま 3年生の
後期を迎えてしまう実態に繋がる」21)と述べられてい
る。このようにスポーツがキャリア意識の本質に影響
を与えていると推察する体育学専攻学生はキャリアに
ついて，どのような意識を持っているのか。
そこで，本研究では体育学専攻学生に着目し，キャ
リア・レディネス尺度を用いてキャリア意識の構造を
明らかにすることを目的とする。

2．研究方法

本研究の目的は，坂柳 17)のキャリア・レディネス尺
度を用いて，体育学専攻学生のキャリア意識を明らか
にすることである。まず初めに，キャリア・レディネ
ス尺度を単純集計と属性比較によって，体育学専攻学
生がどの程度キャリアについて意識を持っているのか
を分析する。次に構造方程式モデリングを用いて，体
育学専攻学生がどのような構造でキャリア意識を抱く
のかを分析する。

2.1　調査方法
本調査は 2019年 1月に実施し，体育系大学に通う

大学生 621名を対象に，集合調査法を用いて調査を
行った。
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の値が示されていると考える。したがって，20項目 4
因子において尺度の妥当性が確認された。
以上の探索的因子分析および確認的因子分析で信頼
性および妥当性が確認された 20項目 4因子の尺度
（表 1）を用いて，本研究の目的を達成する。

2.3　分析方法
本調査の統計処理は SPSS Statistics 25，SPSS Amos 

25を用いて行い，有意水準は 5％未満とした。
2.3.1　単純集計
基本的属性を含む 23項目の回答を集計し，キャリ
ア・レディネス尺度の項目においては多くの学生が「あ
てはまる（『非常によくあてはまる』と『あてはまる』
を合算）」と回答している項目と多くの学生が「あては
まらない（『全くあてはまらない』と『あてはまらな
い』を合算」と回答している項目を抽出するため，上
位項目（あてはまる）と下位項目（あてはまらない）
に分けて集計した。
2.3.2　キャリア意識と属性比較
「キャリアに対する自己の信念」，「就職への悲観」，
「計画的な就職活動」，「就職活動への関心」の 4因子
に対し，アルバイト経験とインターシップ経験の有無
について t検定を用いて比較分析を行った。

画的な就職活動対策」，「将来への目標立て」，「就職活
動を自主的に実行」の 5項目で構成され，計画的に就
職活動の準備をしていることを表す内容であることか
ら「計画的な就職活動」と名付けた。第 4因子（α = .744）
は，「希望職業・就職先の比較検討」，「職業・就職記事
への関心」，「希望職業への個性と機会」の 3項目で構
成され，就職活動に対する関心を表す内容であること
から「就職活動への関心」と名付けた。
以上の 4因子に対し，Cronbachの α係数を用いて

信頼性を検証したところ，すべての因子において基準
値（≧ .70）25)を満たすことができた（第 1因子：.811，
第 2因子：.755，第 3因子：.793，第 4因子：.744）。し
たがって，20項目 4因子において尺度の信頼性が確認
された。
次に上記で得られた 20項目 4因子の尺度に対し，
確認的因子分析を行った。その結果，適合度指数は
GFI = .920，AGFI = .896，CFI = .912，RMSEA = .060と
なり，GFI，CFI，RMSEAにおいて基準値（GFI≧ .90，
AGFI≧ .90，CFI≧ .90，RMSEA≦ .08，CMIN/DF≦
3.00）26)27)を満たす結果となった。AGFIに関しては，
GFIに比べて著しく低下する場合は良いモデルとは言
えない 28)とされるが，本研究においては基準値を若干
下回る結果に留まり，他の適合度指数で基準値を満た
す結果となったことから，全体的には許容される範囲

表 1　キャリア・レディネス尺度測定項目

因子名 質問項目
【第 1因子：キャリアに対する自己の信念】
職業選択・決定は周囲を気にしない 職業の選択・決定では周囲の雰囲気に流されることはない。
充実しない職業生活は自己責任 充実した職業生活を送れないのは，自分自身の責任が大きいと思う。
職業生活充実への積極的姿勢 職業生活を充実させるためには，面倒なことでも積極的にチャレンジする。
仕事に対する責任と自覚 職業人になってからは，責任を自覚して仕事に取り組もうと思う。
職業生活中の自己成長希望 職業生活を通して，さらに自分自身を向上させたい。
仕事への積極的な姿勢 職業人になったら，自分から進んで積極的に仕事を行おうと思う。
仕事に対しての課題解決 職場で難しい問題にぶつかっても，自分なりに克服していこうと思う。

【第 2因子：就職への悲観】
働くための意味を考えない 自分は何のために働くのか，真剣に考えたことがない。
将来への関心なし 将来の職業生活をどう過ごすかは，あまり関心がない。
責任の重い仕事はしたくない 職業人になっても，責任の重い仕事はやりたくない。
現希望職業の変更 今希望している職業は，またすぐに変わるかもしれない。
就きたい職業への努力なし 就きたい職業を決めたが，それに向けての積極的な努力は特にしてない。

【第 3因子：計画的な就職活動】
希望職業への具体的計画 希望する職業に就くための具体的な計画を立てている。
将来の職業生活が想像できる 自分の将来の職業生活の様子は，だいたい想像できる。
計画的な就職活動対策 すでに計画に従って就職試験のための勉強をしている。
将来への目標立て どのような職業人になりたいのか，自分なりの目標を持っている。
就職活動を自主的に実行 就職の準備は，他の人から言われなくても自主的に進めることができる。

【第 4因子：就職活動への関心】
希望職業・就職先の比較検討 将来の職業や就職先について，いろいろ比較し検討している。
職業・就職記事への関心 職業や就職に関する記事には，良く目を通すようにしてる。
希望職業への個性と機会 職業選択や就職は，自分の個性と就職機会の両面から十分考えている。
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問題にぶつかっても，自分なりに克服していこうと思
う」90.7％となり，次いで「職業人になってからは，
責任を自覚して仕事に取り組もうと思う」87.6％，「職
業人になったら，自分から進んで積極的に仕事を行お
うと思う」86.5％という結果であった。

3.3　キャリア意識の下位項目
表 4は，キャリア・レディネス尺度の項目において

「1…全く思わない」「2…思わない」を合計した結果で
ある。最も多くなったのは「将来の職業生活をどう過
ごすかは，あまり関心がない」62.7％となり，次いで
「自分は何のために働くのか，真剣に考えたことがな
い」60.8％，「職業人になっても，責任の重い仕事はや
りたくない」43.5％という結果であった。

3.4　キャリア意識と属性比較
3.4.1　アルバイト経験の有無
表 5は，4因子を「アルバイト経験の有無」で比較
した結果である。「計画的な就職活動」は，「アルバイ
ト経験あり」の方が平均値は高くなり「アルバイト経
験なし」より有意に高い値を示した。
3.4.2　インターンシップ経験の有無
表 6は，4因子を「インターンシップ経験の有無」

2.3.3　仮説モデルの作成
学生のキャリアに対する自己の信念が就職活動に対
する計画性や関心に影響を及ぼすという仮説モデル
（図 1）を立て，この仮説モデルを検証するために構造
方程式モデリングを行った。
2.3.4　仮説モデルの検証
仮説モデルの検証には，適合度指数である GFI，

AGFI，CFI，RMSEA，CMIN/DFを基準とした。適合
度指数の基準値に関しては，前述した確認的因子分析
と同様の基準値を用いた。また，標準化推定値を用い
て，「キャリアに対する自己の信念」から「計画的な
就職活動」と「就職活動への関心」への関係性を明ら
かにする。
2.3.5　倫理的配慮
本調査は，日本体育大学ヒトを対象とした実験等に
関する規定に基づき，説明書，同意書，審査申請・研
究計画書を提出し，倫理審査委員会の承認（第 018-
H157）を受けて調査を行った。

3．結　　果

回収したアンケート用紙を精査し，二重回答や誤答
のあったアンケート用紙を排除した結果，有効回答数
547枚，有効回答率 88.1％となった。

3.1　調査対象者の属性
表 2は，調査対象者の属性についてまとめた結果で
ある。性別においては，「男性」61.8％，「女性」38.2％
という結果であった。アルバイト経験の有無では，「あ
り」76.2％，「なし」23.0％であり，インターンシップ
経験の有無では，「あり」24.3％，「なし」72.0％という
結果であった。

3.2　キャリア意識の上位項目
表 3は，キャリア・レディネス尺度の項目において

「5…非常によくあてはまる」「4…あてはまる」を合計
した結果である。最も多くなったのは「職場で難しい

図 1　キャリアに対する自己の信念と就職活動への意識の仮説モデル

表 2　調査対象者の属性

項目 度数 ％
性別 男性 338 61.8

女性 209 38.2

アルバイト経験 あり 417 76.2
なし 126 23.0
n,a   4  0.8

インターンシップ経験 あり 133 24.3
なし 394 72.0
n,a  20  3.7

n = 547
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表 3　キャリア・レディネス尺度の上位項目

項目 度数 ％
職場で難しい問題にぶつかっても，自分なりに克服していこうと思う。 496 90.7

職業人になってからは，責任を自覚して仕事に取り組もうと思う。 479 87.6

職業人になったら，自分から進んで積極的に仕事を行おうと思う。 473 86.5

職業選択や就職は自分にとって重要な問題なので，真剣に考えている。 472 86.3

これからの人生や生き方について，とても関心を持っている。 470 86.0

職業生活を通して，さらに自分自身を向上させたい。 467 85.3

希望する職業に就くにはどうすれば良いか，調べたことがある。 460 84.1

職業生活を充実させるためには，面倒なことでも積極的にチャレンジする。 449 82.1

どのような職業が自分に向いているのか，真剣に考えたことがある。 443 81.0

将来，充実した職業生活を送るための参考となる話は，注意して聞いている。 415 75.8

n = 547

表 4　キャリア・レディネス尺度の下位項目

項目 度数 ％
将来の職業生活をどう過ごすかは，あまり関心がない。 343 62.7

自分は何のために働くのか，真剣に考えたことがない。 333 60.8

職業人になっても，責任の重い仕事はやりたくない。 238 43.5

どのような職業に就きたいか，まだわからない。 228 41.7

就きたい職業を決めたが，それに向けての積極的な努力は特にしてない。 228 41.7

今希望している職業は，またすぐに変わるかもしれない。 184 33.6

自分は将来どのような職業に就いているか，わからない。 181 33.0

すでに計画に従って就職試験のための勉強をしている。 164 30.0

自分の将来の職業生活の様子は，だいたい想像できる。 104 19.0

職業や就職に関する記事には，良く目を通すようにしている。  86 15.7

n = 547

表 5　キャリア意識とアルバイト経験の有無に関する比較

項目
アルバイト経験あり
（n = 417）

アルバイト経験なし
（n = 126） t値

M SD M SD

1）キャリアに対する自己の信念 4.15 0.50 4.10 0.54 0.81

2）就職への悲観 2.61 0.82 2.60 0.72 0.06

3）計画的な就職活動 3.59 0.76 3.38 0.73 2.73**

4）就職活動への関心 3.70 0.79 3.62 0.70 0.99

** < .01 t検定

表 6　キャリア意識とインターンシップ経験の有無に関する比較

項目
インターンシップ経験あり

（n = 133）
インターンシップ経験なし

（n = 394） t値
M SD M SD

1）キャリアに対する自己の信念 4.22 0.51 4.10 0.51 2.27**

2）就職への悲観 2.57 0.89 2.61 0.74 –0.39

3）計画的な就職活動 3.71 0.71 3.47 0.76 3.28***

4）就職活動への関心 3.86 0.73 3.61 0.77 3.39***

p*** < .001, p** < .01 t検定
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る。三木・三波（2008，2010）は，「体育専門学群生の
能力や資質を形作っているのは，これまでのスポーツ
や競技経験である」29)30)とし，「体育専門学群に在籍し，
日々の授業や課外活動，競技生活の中で蓄積されてい
る知識や能力や観点は，他学部や他専攻の学生には学
ぶ機会はなく，したがって体育専門学群生の個性と実
力を形成している」29)30)と述べている。また，「専門領
域と具体的な職業とを結びつけやすくするような情報
提供や，他の人たちとは違う経験や資質がどのように
様々な職業に活かせるかを自覚できるような活動を積
極的に行う必要がある」30)と示している。経済産業省
（2018）は，「自己実現や社会貢献に向けて行動する」
「多様な体験・経験や能力を組み合わせる」「学び続け
ることを学ぶ」という 3つの能力と「主体性・働きか
け力・実行力・課題発見力・計画力・想像力・発信力・
傾聴力・柔軟性・状況把握力・規律性・ストレスコン
トロール力」の 12の能力要素を新・社会人基礎力と
し，能力を発揮するにあたって，目的，学び，組合せ
のバランスを図ることが自らのキャリアを切り開いて
いく上で必要 31)と位置付けている。3つの能力や 12の
能力要素は，社会にでる前に身につけておくべきこと
であり，体育学専攻学生の経験や体験，能力と結びつ
き，キャリア意識が形成されると考えられる。
インターンシップ経験の有無で検討した結果から，
インターンシップ経験がある体育学専攻学生はイン
ターンシップ経験のない学生に比べて，「キャリアに対
する自己の信念」「計画的な就職活動」「就職活動への
関心」の項目で意識の高さに有意な差が認められた。
次に，アルバイト経験の有無では，アルバイト経験あ

で比較した結果である。「キャリアに対する自己の信
念」「計画的な就職活動」「就職活動への関心」は，
「インターンシップ経験あり」の方が平均値は高くな
り「インターンシップ経験なし」より有意に高い値を
示した。

3.5　キャリア意識の構造
仮説モデルを構造方程式モデリングで検証した結
果，適合度指数は GFI = .941，AGFI = .918，CFI = .939，
RMSEA = .06，CMIN/DF = 2.951となり，基準を満た
す結果が得られ，仮説モデルの妥当性が示された。尚，
検証においては共通の誤差の影響を統制するため，e21
と e22の間に誤差間相関を導入した。
「キャリアに対する自己の信念」から「計画的な就職
活動」に対しては，標準化推定値 .67となり有意に比
較的高い正の関係性が見られた。また，「キャリアに
対する自己の信念」から「就職活動への関心」に対し
ても，標準化推定値 .59となり有意に比較的高い正の
関係性が見られた（図 2）。

4．考　　察

本研究は，体育学専攻学生に着目し，キャリア・レ
ディネス尺度を用いてキャリア意識の構造を明らかに
することを目的とした。
キャリア・レディネス尺度から得られた結果から，
体育学専攻学生は，仕事に対する課題解決や責任の自
覚，積極的に取組む姿勢に関する項目が高かったこと
から，職業や就職に対し真剣に考え，自身の人生や生
き方に関心を抱いている傾向にあることが推察され

図 2　仮説モデルの構造モデリングによる検証結果
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させる必要がある。また，藤島・梶田（2017）は，就
職活動は主体的に行動することが重要とし，インター
ンシップを通じ自ら行動しなくてはいけないことを学
び，それが行動に繋がりインターンシップは社会人基
礎力以外に，職業選択にも大きく影響している 37)こと
を指摘している。このことからも，インターンシップ
経験は就職活動への関心を向上させ，自身のキャリア
に対する意識が構築されると考えられる。
学生のキャリアに対する自己の信念が就職活動に対
する計画性や関心に影響を及ぼすという仮説モデルを
作成し，その検証を行った結果，「キャリアに対する自
己の信念」から「計画的な就職活動」と「就職活動へ
の関心」の関係性が明らかとなった。大学生が自身の
就職等について成熟した考えを抱いているか測定した
結果，本調査対象者は，キャリアについて自分自身の
考えをしっかりと持ち，信念を抱いて普段の生活から
就職活動に対しての関心を持ち計画的な活動を意識し
ていることが示唆された。その要因については，自分
から積極的に仕事を遂行することや仕事に対しての課
題解決・克服等と与えられた課題や壁を乗り越えよう
とする能力が備わっていることから，就職してからの
自身のイメージがはっきりとビジョン化できているた
めと推察される。また，将来，充実した職業生活を送
れない理由は自己責任であると認識し，現状から将来
の成長を考えていることが伺える。その為，具体的に
将来の目標を設定し，自主的・自発的に行動すること
でキャリアについての意識が向上していると考えら
れ，自身の個性を活かした就職機会や就職記事も含め
就職活動への関心を高めているのではないか。
松尾（2018）の就職活動と体育会所属の関連を調査
した研究では，「『就職活動に有利』を『内定獲得率の
多さ』『人気企業への内定』『就職活動期間の短さ』『内
定到達率の高さ』」と定義し，分析した結果，体育会が
有利である結果は得られなかった。体育会を含めた部
活・サークル活動は大学生活の一部であり，就職活動
の結果は大学生活の過ごし方や本人の特性・資質，企
業の意図など様々な影響を受ける 38)と指摘している。
更に，全国大学体育連盟の調査（2015）では，クラブ
活動の期待を①運動部学生の人間的成長やリーダーの
養成②課外スポーツ全般の活性化③一般学生も含めた
学生生活の充実が上位を占めている 39)。体育会所属が
就職活動に有利というわけではなく，大学生活の過ご
し方が大きく影響する為，部活動やサークル活動で学
んだ人間的成長が就職意識にも影響を与えるのではな
いかと考えられる。しかし，本研究ではキャリア意識
と体育会所属の有無での比較検討はしていなく，今後
の課題として挙げられた。
一方で，高峰（2010）は，行動に踏み出せないとい

りの体育学専攻学生は，アルバイト経験がない学生と
比べ「計画的な就職活動」の項目で意識の高さに有意
な差が認められた。インターンシップは，文部科学省
（1997）が「学生が在学中に自らの専攻，将来のキャリ
アに関連した職業体験を行うこと」32)と定義付けてお
り，課題解決・探求能力，実行力といった「社会人基
礎力」や「基礎的・汎用的能力」などの社会人として
必要な能力を高め，自主的に考え行動できる人材育成
につながることが期待されている 32)。三浦（2016）は，
インターンシップ経験は専門課程の成績向上に結びつ
き，インターンシップ経験の有無において，進路決定
率に差異が生じ経験者が高くなる 33)と指摘している。
また，金森（2015）は，資格や試験対策を行っている
学生の方がインターンシップに参加する割合が高いの
は，就職を意識しているからである 34)と述べている。
このことからインターンシップ経験は，「社会人基礎
力」や「基礎的・汎用的能力」が身に付き社会人とし
ての資質・能力を高める効果だけでなく，資格取得や
就職試験対策実施率にも大きく影響を与えると言え
る。そして，本調査の結果からも得られたように，体
育学専攻学生の計画的な就職活動や関心・意欲との結
び付きが示された。また，キャリアに対しての自己の
信念は，自身のスポーツ経験や能力とインターンシッ
プの経験の相互作用が影響を与えているのではないか
と推測される。一方，学生のインターンシップに対す
るネガティブな印象について，平尾・田中（2014）は，
インターンシップに参加しない学生の理由を明らかと
し，インターンシップが学生にとってさほど魅力的な
ものと映っていない現状 35)を指摘している。中村
（2006）は，インターンシップに参加するよりアルバイ
トを優先しており，正社員とアルバイトの仕事の違い
を認識できず，大学卒業後に正社員として就職するこ
との意義を見出せない可能性が高い 36)と指摘してい
る。さらに，インターンシップとアルバイトの関係性
について金森（2015）は，学生はインターンシップを
アルバイトの延長と考えており，インターンシップが
職業人生を考える上でキャリア教育の一環と捉えてい
ないとし，参加しない理由を①部活動が忙しくて時間
がとれない②知人・友人・先輩等からインターンシッ
プは意味がないと聞いているからであると明らかにし
ている 34)。このように，インターンシップに対してネ
ガティブな印象を持つ学生の存在も伺え，アルバイト
とのすみ分けができていない状況も報告されている。
本調査の結果でも，アルバイト経験の有無で有意な差
が表れたのは，「計画的な就職活動」のみとなり，ア
ルバイトを行うことで就職活動を計画的に行えてい
ると錯覚している可能性がある。そのため，アルバイ
トとインターンシップの違いに対してしっかりと認識
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う現状があるのであれば，その一歩を踏み出すための
情報提供や支援が必要であると指摘し，ここにキャリ
アサポートを行う意義がある 40)と示している。また，
「高い労働意欲を示しながらも，今何を勉強すべきか，
将来に向けて何をすべきかわからない，将来に不安を
感じると答えた学生が 4割前後おり，こうした体育会
学生たちに対するサポートが必要」40)と述べている。
更に，高崎・武石（2017）は，就職や職業選択に対す
る関心が低い層に対して，授業などを通じて働きかけ
や支援をすることで，主体的な職業選択を促すことが
できる 41)と指摘している。このような層に対しては，
不安の解消や具体的に職業イメージを持たせるなど情
報提供が必要であり，現在まで体育・スポーツで経験
してきたこと体験してきたことを自身のキャリア意識
に活かすことができるように働きかける工夫や取組
みを授業内から構築させることは，早期に職業観を
養わせる重要な要素であると思われる。また，尾川ら
（2017）は，職業観を育成する教育の機会を 1年生時に
充実させる重要さを述べている 42)ことからも，大学入
学時から職業観を構築させキャリア意識を確立させて
いくことが必要であると言える。

5．まとめ

本研究の目的は，体育学専攻学生に着目し，キャリ
ア・レディネス尺度を用いてキャリア意識の構造を明
らかにすることである。
本研究で明らかとなったことは以下に集約される。

（1） 体育学専攻学生は，仕事に対する課題解決や責任
の自覚，積極的に取組む姿勢が高い傾向にあるこ
とが明らかとなった。

（2） 「計画的な就職活動」因子において，アルバイト
経験がある者の方がない者より有意に高い値を
示した。

（3） 「キャリアに対する自己の信念」因子，「計画的な
就職活動」因子，「就職活動への関心」因子におい
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いて自分自身の考えをしっかりと持ち，信念を抱いて
普段の生活から就職活動に対しての関心を持ち計画的
な活動を意識していることが明らかとなった。
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